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大賞

優秀賞

最終選考対象作品

一財： 福岡県建築住宅セン タ ー理事長賞

最終選考対象作品

こ れまでの大賞受賞作品
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ご挨拶

福岡県知事        ■  服部誠太郎

本県では、「 誰も が安心し て、 たく さ んの笑顔で暮ら せる 福岡

県」を 目指し 、 さ まざまな 施策に取り 組んで います。「 福岡県

総合計画」では、 展開する施策の一つと して、「 自然と の共生と

快適な生活環境の形成」を掲げており 、 景観形成に資する 建築

物の表彰などによって、 美し いまちづく り に対する県民意識の

醸成を図り 、 快適な生活環境づく り を 促しているところです。

　「 福岡県美し いまち づく り 建築賞」は、 個性豊かで 、 美し く 、

誇り を 持って 次の世代に継承するこ と ができる 景観を 形成し 、

美し いまち づく り に著し く 寄与する 建築物を 表彰する ために

創設し 、 今回で 35回目を 迎えます。

　 ご 応募いただいた 61 の作品の中から 、 幅広い分野の学識

経験者など で構成さ れた選考委員会による 厳正な審査を 経て、

特に優れた 5 作品を 表彰するこ と と いたし まし た。

　 大賞に選ばれた住宅の部「 HOUSE W」、 一般建築の部「 福岡

市立平尾霊園合葬式墓所」を はじ め、 いずれの作品も 、 周辺の

自然環境や景観と 調和する と と も に、 潤いのある 豊かな 生活

環境やまち の美し さ を 創出し 、 個性と 魅力にあふれた作品と

なっており ます。

　 こ れら の作品を 通じ て、 良好な景観形成、 快適な生活環境の

形成に対する県民の皆さまの意識が高まることを期待しています。

　 最後に、 選考委員を はじ め関係者の皆さ まのご協力に感謝

申し 上げる と と も に、 受賞者なら びに応募者の皆さ まのます

ますのご活躍をお祈り いたし ます。
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総評

選考委員長        ■  末廣香織

今年で 35 回目を 迎え た 本賞には、「 住宅の部」 25 件、「 一般

建築の部」 36 件の応募があり 、 多様な視点を持つ 10 名の選考

委員によっ て審査が行われまし た。 応募書類によ る 9月初旬の

一次審査を経て、 8 作品が本賞の現地審査に進み、リ フォ ーム・

リノ ベーショ ン 作品を 対象と する ( 一財) 福岡県建築住宅セン

タ ー理事長賞候補の2作品も 現地審査に進みまし た 。 現地審

査は 11月中に行われ、 その後の最終審査を 経て住宅の部 2作

品、 一般建築の部2作品、 理事長賞 1作品が決定し まし た。

　「 住宅の部」の大賞を 受賞し た「 HOUSE W」は、 隣接する 神

社の巨木を 取り 込むよ う に設計さ れて おり 、 狭い道路の環境

改善も 含めて、 住宅と 巨木の関係がまち の風景を 作っ ている

こ と が評価さ れまし た 。 ま た 優秀賞を 受賞し た「 見晴ら し と

暮ら す家」は、 文字通り 見晴らし の良い快適な室内空間と 、 まち

と の連続し た開放的なピ ロ ティ が評価さ れまし た。 現地審査に

残っ た「 高宮の家」「 月亭」は、 両者と も に非常によく 考えら れた、

暮ら し やす そう な 住宅でし た が、 受賞に は一歩及びま せん

でし た。

　「 一般建築の部」の大賞を 受賞し た「 福岡市立平尾霊園合葬

式墓所」は、現代的な死と 向き 合う ための新し い公共施設です。

自然の丘を 時を 経ても 変わら ぬ共有の墓に見立て 、 祈り のた

めの静謐な 空間をコ ン ク リ ート によ る シン プ ルで 力強い造形

で作り 出し まし た。その明快なコ ン セプト と デザイ ン の適切さ 、

そし て周辺環境と の調和が高く 評価さ れまし た。 また優秀賞を

受賞し た「 さ く さ く ファ ーム」は、 地域コ ミ ュ ニティ の拠点にも

なる 農業関連施設です。 美し く 存在感のある 建物だけでなく 、

敷地周辺まで含めて 街並みを 整備し ている 活動も 評価さ れま

し た 。 現地審査に残っ た「 天神ビ ジネス セン タ ー」は、 新し い

天神の顔を 特徴付け る 現代的な デ ザイ ン のオ フ ィ ス で す 。

「 森のおう ち 保育園」は、 周囲の自然環境と 一体的に設計さ れた

有機的な 空間が魅力的でし た 。 両者と も 非常に 優れた 建築

ですが、 受賞には一歩及びませんでし た。

　「 理事長賞」を 受賞し た「 light  and dark」は、 廃校と なっ た

小学校の給食室を改装し たカ フェ です。 限ら れた予算の中で、

暗さ を 前面に出し た非日常空間を 作る と いう 手法が評価さ れ

まし た。 現地審査に残っ た「 Brillia Tower 西新 / PRALIVA」は、

既存建物の構造体を 一部再利用し て 新し い 商業施設と マン

ショ ン を 建築し たも のです。 現代的な 技術が生かさ れたプ ロ

ジェ クト ですが、 受賞には一歩及びませんでし た。

　 福岡県が主催する 本賞は、社会的かつ文化的に優れた建築、

およ び 建築単体だけで なく 地域の価値向上に 貢献す る プ ロ

ジェ クト を 表彰する こ と を 通じ て 、 県民の皆様に建築文化へ

の理解を深めていただく こ と を主旨と し ています。 近年徐々に

で はあり ますが、 建築のデザイ ン やそ れぞれの街の美し さ 、

歴史性などについて一般の関心が高まってき たよう に思います。

ヨ ーロッ パの街などを 旅行さ れて 、 その美し さ に日本の街並

みと の差を感じ る方も 多いのではないでしょ う か。 し かし 、 彼の

地ではこ う し た 街並みを 維持する ために長年に亘っ て 多大な

努力と 資金が投じ ら れています。 日本でも 伝統的建築物保存

地区に指定さ れた街が、 当初は荒れ果てた状態でも 、 時間が

経つにつれて 美し く 整備さ れる 事例が多く あり ます。 優れた

建築と まち は、 長い目で見れば地域の皆さ んの重要な 有形資

産です。 し かし 、 より 優れた建築や街並みを 作っ ていく 努力を

続けなければ、 容易にその資産価値は低下し ていきます。 歴史

あ る 本賞が、 今後さ ら に 有効に 活用さ れ、 こ う し た 努力を

後押し でき る 制度と なるこ と を期待し ています。



隣接する神社の御神木が印象的な敷地に

建つ住宅である 。 神社の緑を 景観と して

取り 入れ、 狭隘な通り の印象を 改善する

こ と を 念頭に計画し た 。 建物の軸線を

御神木に向けて配置し 、 通り も 含めて一体の外部空間と し て整

理する こ と で 、 狭隘な 通り の印象を 緩和し つつ、 建物は御神

木と スト レ ート に向き 合う 構えと なる 。 建物は北側の御神木

と 南の庭をつなぐ 筒状の空間と する こ と で、 内部のどの場所

からでも 外部環境が感じ ら れる 。 仕上げは内外と も 赤味の木

とし 、 神社の緑と 補色関係にするこ と で、 色彩の面でも 関係を

持たせた。

　 神社の緑、 南の庭と いっ た外部環境を 横断する よ う な 構え

と し 、 こ の場所と の関係を 緩やかにつなげる こ と で 、 双方に

と ってより 良い環境が醸成でき ればと 考え た。

建 て 込 ん だ 住 宅 地 の 中に 佇む 小さ な

神社に面し て建つ住宅で す。 神社には

地域のシン ボルで も あ る ク ス の巨木が

あり 、 それに 対し て 大き な 開口を 取る

こ と によって、その存在感と 眺めを 室内へと 取り 込んでいます。

また、 狭小な 道路から 建物を セッ ト バッ ク し て 敷地の一部を

道路状にするこ と で、 地域の皆さ んが通行し やすい拡張さ れた

道路空間を 作っています。 木と 建物が対になる こ と で 、 こ の

街角が特徴的な 地域の顔と なり 、 夜になる と 、 室内の光がク

スの木を 照らすこ と で、 美し く 安心感のある 風景を 作り まし た。

　 室内は、 温かみのあ る 木材の存在感を 前面に出し 、 少し

暗い仕上げで 統一さ れています。 それでも 南側には庭に面し

て大きな開口が設けら れていて 、 十分な自然光と 開放感が得

ら れます。 室内の可動間仕切り を 全て開放する と 、 明る い南

側から ク スの木が見える 北側まで 風と 光と 視線の全てが室内

を 通り 抜ける 気持ち の良い一体空間が現れます。 こ の可動間

仕切り は、 季節によ って様々に開け閉めし て使われるでし ょ う

し 、 家族が成長し て暮ら し 方が変わっ ても 、 柔軟に対応で き

る 仕組みで す。 少し 暗い室内の仕上げ、 柔軟な 間仕切り と

開放性、 周囲の自然環境と の共存は、 実は伝統的な 日本家

屋が持っ て いた 特徴で す。 そ の伝統を 現代的な 形で 再構成

し た 住宅と 言えるでし ょ う 。
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核家族化や死生観の変化で 、 承継を 必

要と し ない新形態の墓の需要が高まり 、

福岡市が平尾霊園に整備し た合葬式墓所。

かつて霊園を 造成する 際に削ら れた山を

修復する よう 山裾を 延ばし 、 その下に埋蔵室を 埋め、 山裾に

献花所を 設けた。 埋設には今回の建設で 生じ る 掘削土を 利用

し ている 。 献花所のまわり を 円弧状の壁とベン チで囲み、 その

外側に既存樹を活かし た公園をつく り 、墓所と 公園と いう 日常・

非日常を 壁 1枚背中合わせで共存さ せた。 公園から 献花所は

見えず、 山は風景と し て映る 。 故人は山に抱かれ眠り 、 遺さ

れた人は山を 前に故人を 想い、 故人に見守ら れ公園で 過ごす。

山の力を 借り 、 特定の宗教色のない、 自然と 調和し た 施設を

つく っ た。

福岡市中心部に辛う じ て残る 小さ な丘に

作ら れた合葬墓です。 家族のつながり が

薄れた現代社会では、 家単位で墓を 維持

するこ と は既に現実的ではなく なり つつ

あり ます。 一般のお墓に納めるこ と のでき ない遺骨をまと めて

慰霊する 場所である 合葬墓を 公共で 整備する こ と は、 非常に

現代的な社会福祉政策と も 言えます。

　 こ の難し い 課題に 対し て 設計者は、 自然の緑豊かな 丘の

中に遺骨を 納める建物を埋め込み、 その丘全体を古墳のよう な

大き な お 墓と 見立て て 、 そ れに 対峙する 形で 祈り を 捧げる

ための場所を 作り まし た。 丘への視界を 切り 取るよう に設けら

れた 門形のコ ン ク リ ート フ レ ームは、 非常にシン プ ルな 形状

ながらも 力強く 祈り の場を 規定し 、 彼岸と 此岸と の境界を示して

います。 その祈り の場を 囲むよう に設けら れた円弧状の壁と 、

そこ から 跳ね出すよう に設けら れた屋根は、 公園のよう に広がる

屋外空間の中に 雑音のな い 静かな 空間を 出現さ せ、 外界の

日常に対する結界を作っています。 それぞれの構造物の大きさや

高さ は、 この空間内外の様々な場所から の視線を制御するよう に

緻密に計算さ れており 、 開放性と 閉鎖性が絶妙にバランスさ れて

います。 コ ンクリ ート 面の微妙な表情の違いやランド スケープの

デザイン にも 細かな配慮があり 、 周囲へと 連続する 歩道や入口

周り の事務棟のデザインも 含めて、 霊園に相応し く 時を 経ても

変わるこ と のない美し く 静謐な雰囲気を 作り 上げまし た。

設計趣旨

　

講評

大賞　 　

一般建築の部　   ■ 福岡市立平尾霊園合葬式墓所

所在地　

建築主　 　

設計者　

　 　 　

　

施工者

用途

構造規模

撮影

福岡市南区

福岡市長　 高島宗一郎

株式会社キノ アーキテク ツ　 木下昌大

〒161-0033 東京都新宿区下落合2-25-9

TEL. 03-6882-9705

https://w w w.kinoarchitects.com/

ユーラ イフ ホーム株式会社　 須﨑裕司

合葬式墓所

献花所S造　 他RC造　 1階建

中村絵
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https://www.kinoarchitects.com/


住宅街の傾斜地にある 袋小路に面し て

建つ住宅である 。 見晴らし の良い景色を

最大限に 活かし つつ 、 1 階を 多目的な

ピロティ と すること で、 地域と の繋がり を

再構築する場と なり 、 心地良く 安心して豊かに暮らしていく ことを

目指し た。

　 外周部に 塀や門扉を 設け ず、 傾斜地と いう 立地を 活かし

な がら 、 1 階の柱と ブレ ースで 緩やかに 地域と 建物が繋がる

形態と し ている 。

　 長く 過ご す生活空間は、 全て 2階の見晴ら し の良い景色と

隣り 合わせと し た 。 時間と 共に移ろ う 風景が日常に溶け込み

日々の暮らし を豊かに彩ると 共に、 夜は生活の灯り がランタ ンの

よう に柔ら かく 地域を 照らす。 住宅街の中にう っすら と 活動が

浮かび上がり 、 地域に安心感と 温かさ を も たらす。

高台から の眺望を 最優先して、 基本的な

生活空間を 全て 2階に持ち 上げた 住宅

です。そのシンプルな骨格と 大きな開口は、

特徴的な 敷地の上で 存在感を 持っ てい

ます。 2階の居住空間には、 端から 端まで水平に広がる大きな

窓があり 、 切妻屋根の梁を 表し た高い天井の下で 、 開放的な

空間と 素晴ら し い眺望を 獲得し ています。 こ れだけ開放性が

高いにも 関わらず、 建物を 包み込む外皮や窓の断熱性能を 高

めて、 季節を 問わずに快適な居住空間を 実現しています。

　 趣味のアウト ド アラ イ フ のための多様な使い方だけでなく 、

子ども たち の遊び場やご近所と の交流の場にも なり そう なピ ロ

ティ 、 狭いな がら も 子ども たち の隠れ家的場所になっている

屋根裏空間と 、 機能が明確に規定さ れない贅沢な 余剰空間も

また 、 建物の魅力と 可能性を 高めています。 オーナー自ら が

デザイナーと いう こ とも あり 、 家具や照明器具からスイッ チ類に

至る まで 、 隅々に気を 配っ た 統一感ある イ ン テリ アも 洗練さ

れています。自由に使えそう な大ら かで力強い空間構成の中で 、

対比的に細かなディ ティ ールと 気遣いが見える こ と が、 こ の

住宅の魅力と なっています。

設計趣旨　

講評

優秀賞　 　

住宅の部　 　 　   ■ 見晴らし と 暮らす家

所在地　

建築主　 　

設計者　

　 　 　

　

施工者

用途

構造規模

撮影

福岡市中央区

個人

山口直希　 山口真美

福岡市中央区

TEL. 090-7046-2625

ynok190782@gmail.com

株式会社イクスワークス　 代表取締役　 舟木和彦

専用住宅

木造　 2階建

UNGLE 瀬戸正直
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07建主は建設業を 営む傍ら 、 長年に渡り

合鴨農法による 無農薬米や野菜を 育て

地域の子ども たちに「 食べること ・ 生きる

こ と 」に つ いて 考え る 体 験 型のワ ー ク

ショ ッ プ を 毎年開催する など 、 献身的な 社会的活動を 続けて

いる 。

　 こ の建築は、 そう し た活動の拠点と なる 地域交流の場を 創

出する こ と を 目的と し て 計画さ れ、 自然素材で 包まれた木造

建築が長閑な周辺環境と 呼応するよう に静かな佇まいを 見せて

いる。 内部は、 建物の半分以上が地域に開放さ れた空間で構成

さ れている 。 前面道路側には地域食材展示室や交流の場と して

用意さ れた半屋外の土間空間を 配置し 、 地域に開かれた形式を

生み出すこ と で 新たな 公共性が育まれる こ と を めざし た 建築

である 。

農地が広がる 郊外に建つ事務所や店舗

空間を持つ農業関連施設です。 その長く

大き な切妻屋根は、 遮るも のなく 広がる

風景の中でも 、 確固たる 美し さ と 存在

感を 持っています。 屋内外を 仕切る大き な 木製のガラス 戸は、

空間を一体的に連続さ せ、 規則的に並ぶ木製の梁を 表し た高い

天井と 、 土間のよう な味わいのコ ン クリ ート の床は、 非常に開

放的で大らかな屋内空間を 作っています。 木材で 作ら れた可動

家具や木質系の吸音仕上げ材も 含めて 、 こ のシン プルに徹し

た建築は、 農業施設ら し く コ スト を 抑えながら も 機能的であり 、

ラ フ で多様な使い方にも 適応可能です。 こう し たシンプルな空

間を 作る のは、 一見簡単なよう に見えますが、 その背後には、

緻密な 構造計算や、 経験と 技術に裏付けら れた設計施工上の

工夫が必須であり 、 それがこ の建築の美し さ と 存在感に繋がっ

ています。

　 施設のオーナーには、 こ の場所を 地域のまち づく り 拠点に

し たいと いう 強い思いがあり 、 建物周り の庭を 整備する だけ

でなく 、 地域の方々の理解を得ながら 道路沿いの隣地の庭まで

一緒に整備してきまし た。 日常的な手入れも まと めて行っている

ために、 美し い景観が維持さ れていて 、 今では一帯が地域の

顔と し て認識さ れてき たよう です。

設計趣旨　

講評

優秀賞　 　

一般建築の部　   ■ さく さく ファ ーム

所在地　

建築主　 　

設計者　

　 　 　

　

施工者

用途

構造規模

撮影

行橋市

株式会社放作　 代表取締役　 藤川放作

株式会社松山建築設計室

代表取締役　 松山将勝

〒812-0011 福岡市博多区駅前4-25-14 ヒ ロビ ル8F

TEL. 092-433-1128

ht tps://w w w.matsuyama-a.co.jp/

株式会社放作　 代表取締役　 藤川放作

店舗　 事務所

木造　 1階建

石井紀久

mailto:ynok190782@gmail.com
https://www.matsuyama-a.co.jp/


最終選考対象作品

一般建築の部　 天神ビジネスセン タ ー

所在地　 　 福岡市中央区

建築主　 　 福岡地所株式会社　 代表取締役社長　 榎本一郎

設計者     実施設計者　 前田建設工業株式会社プロジェクト 推進部

　 　 　 　 　 九州サテラ イト 設計室室長　 木曽昌志

　 　 　 　 　 〒812-0018
　 　 　 　 　 福岡市中央区天神1-12-3 天神木村屋ビ ル8階

　 　 　 　 　 基本設計者　 株式会社日本設計九州支社建築設計部

　        チ ーフ アーキテクト 　 前田哲

　 　 　 　 　 〒810-0001
　 　 　 　 　 福岡市中央区天神1-13-2 福岡興銀ビ ル

　 　 　 　 　 デザインアーキテクト 　 OMA New York  Partner
　 　 　 　 　 重松象平

                   NY 10014 180 Varick St #1328, New York, USA 
施工者     前田建設工業株式会社九州支店　 支店長　 尾付野誠

撮影　 　 　 楠瀬友将

一般建築の部　 森のおう ち保育園

所在地　 　 福岡市中央区

建築主　 　 社会福祉法人レムニスカ ート 　 理事長　 角たか子

設計者　 　 株式会社環・ 設計工房　 代表取締役　 杉本泰志 
　 　 　 　 　 〒815-0033 福岡市南区大橋2-2-1
施工者　 　 ユーラ イフ ホーム株式会社

　 　 　 　 　 取締役　 工務部長　 田中健次

撮影　 　 　 satoshi ikuma (TechniStaff)

ご応募いただきまし た皆様、あり がと う ございまし た。

福岡県美し いまちづく り 建築賞につきまし ては福岡県庁ホームページから も ご覧いただけます。

住宅の部　 月亭

所在地　 　 大野城市

建築主　 　 個人

設計者　 　 田村の小さ な 設計事務所　 代表　 三角健晃  
　 　 　 　 　 〒814-0175 福岡市早良区田村7-10-15
施工者　 　 株式会社藤松工務店

　 　 　 　 　 代表取締役　 藤松章二

撮影　 　 　 石井紀久

住宅の部　 高宮の家

所在地　 　 福岡市南区

建築主　 　 個人

設計者　 　 池下成次建築設計室一級建築士事務所

　 　 　 　 　 池下成次

　 　 　 　 　 〒804-0031
　 　 　 　 　 北九州市戸畑区東大谷1-14-17-4F
施工者　 　 株式会社久木原工務店

　 　 　 　 　 代表取締役　 久木原圭一

撮影　 　 　 大森今日子
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09光と 闇の物語。

　 廃校運営の課題（ 集客 / 浄化槽 /コ スト ）

を 考える につれ、 いつのまにか建築の

普遍的な テ ーマ に辿り ついた 。 浄化槽

問題を 解決し よ う と し て 産まれた 余白。 そこ へ家具 / 装飾と

空間を 兼ねた楕円状の床と 天井を 挿入し 、 全身を 真黒に覆う 。

そ の暗がり を 優し く 包み込むよ う に 天井高は1850m mと し

た 。 光を 知覚する も のを 照明と 呼ぶのであ れば、 こ の2枚の

プ レ ート も そう だろ う か、 闇夜のよ う な プ レ ート のあいだに

立つと 校舎北側の暗がり の風景は美し く 輝き だし た。

　 あり のままの光や風景を 美し く 。 光のために暗さ を 。 課題

だら けの廃校改修に携わり ながら 、 そんなこ と を 考えていた。

廃校と なった旧猪位金小学校の給食室を、

カ フ ェ と し て改装し たプ ロジェ クト で す。

非常に限ら れた予算の中で 、 既存浄化

槽の汚水処理能力内に収まる 範囲内で

キッ チン を 計画し 、 そ の前に特徴的な 楕円形の休憩場所を

作っています。 こう し た 空間の大き さ だけは十分にある 改修

計画の場合、 全てを 綺麗に仕上げよう と すると コ スト がかかり

すぎます。 手を 入れる 場所を必要最低限まで絞り 込み、 細かな

家具などはワーク ショ ッ プ で 作る と いっ た 工夫をする こ と で 、

何と か実現し ています。

　 こ の空間の中心には、 特徴的な 楕円形の二つのオブジェ が

あり ま す。 対にな っ て 床と 天井を 形作っ て い る オブ ジ ェ は、

全てが真っ 黒に塗ら れていて、 その間に入り 込むと 、 急に小さ

な個人の空間に閉じ 込めら れて 、 そこ から 周り の風景を 観察

し ている よう な 、 何と も 不思議な 感覚になり ます。 学校建築

ら し く 、 自然光が十分に入る 空間全体は、 ステン レス 製で 光

を 反射する キッ チン も あって 明る い 印象で す。 それに対し て

真っ 黒に塗ら れた楕円は全ての光を 吸収するブ ラ ッ ク ホール

のよう にも 思えます。 こ の空間への入口も 、 黒い円形を モ チー

フ にし たド ア で 仕切ら れていて 、 異界への入口である こ と を

示唆し て いま す。 現代で は経験する こ と が少なく なっ た闇の

世界を 、 明る い雰囲気のカ フ ェ の中に出現さ せたこ と で 、 特

徴的な 非日常空間が生まれまし た。

設計趣旨　

講評

一般財団法人福岡県建築住宅センタ ー理事長賞
選考テーマ： 既存建築物のリ フ ォ ーム・ リ ノ ベーショ ン

■ l ight and dark

所在地　

建築主　 　

設計者　

　 　 　

　

施工者

用途

構造規模

撮影

田川市

株式会社BOOK　 代表取締役　 青柳考哉

Atelierkoma一級建築士事務所　 松井大佑

〒815-0082 福岡市南区大楠3-22-17-301

TEL. 092-517-0357

https://atelierkoma.com/

株式会社樋口建設　 代表取締役　 樋口宏房

休憩所　 キッ チン

RC造　 2階建

YASHIRO PHOTO OFFICE

https://atelierkoma.com/


一般財団法人福岡県建築住宅センタ ー理事長賞

最終選考対象作品

一般建築の部　 Bril lia Tower 西新 / PRALIVA
所在地　 　 福岡市早良区

建築主　 　 東京建物株式会社

　 　 　 　 　 九州支店　 支店長　 原谷隆

　 　 　 　 　 西日本鉄道株式会社

　 　 　 　 　 住宅事業本部長　 松尾利浩

　 　 　 　 　 三菱地所レ ジデンス株式会社

　 　 　 　 　 九州支店長　 貝守学

設計者　 　 株式会社竹中工務店

　 　 　 　 　 九州支店　 設計部長　 森山悟

　 　 　 　 　 九州支店　 設計部　 主任　 山根信太郎

　 　 　 　 　 〒810-0001
　 　 　 　 　 福岡市中央区天神4-2-20 天神幸ビ ル

施工者　 　 株式会社竹中工務店　

　 　 　 　 　 九州支店　 支店長　 藤本博志

撮影　 　 　  Kouji Okamoto (Techni Staff)

一般財団法人福岡県建築住宅センタ ー

建築住宅センタ ーの住まいづく り サポート

●住宅相談

　 専門相談員によるアド バイスのほか弁護士による法律相談

●住まいづく り 教室

　 一般消費者を対象とし た住まいに関するセミ ナー開催

●住まいの安心リ フォームアド バイザー派遣制度

　 耐震診断・ バリ アフリ ーに関するアド バイザーの派遣

●生涯あんし ん住宅

　 在宅ケア・ 省エネ・ 耐震等対応モデル住宅の展示

●インスペクショ ン「 住まいの健康診断」

　 住まいの専門家による既存住宅状況調査の実施

●空き家活用サポート センタ ー

　 空き 家の活用や処分などに関する 専門相談員による 相談窓口

●お問い合わせ先

    TEL 092 781 5169
    www.fkjc.or.jp/

一般財団法人福岡県建築住宅センタ ーは、　 　 　

福岡県美し いまちづく り 建築賞を応援しています。

一般財団法人福岡県建築住宅センターは、 県民の高度化・ 多様化

する住まいづく り に応えるため、 建築・ 住宅行政の補完的役割を

果たす機関として昭和53年に設立さ れまし た。

　 また、 当財団は、 平成24年4月の公益法人制度改革に伴い、

一般財団法人へ移行し 新たにスタ ート いたし まし た。 今後も 社会

経済情勢の変化に対応し ながら 、県民のニーズに応えてまいり ます。

　 住宅に関する知識の普及、 住宅相談、 セミ ナー、 住宅瑕疵担

保履行法に基づく 保険取扱機関としての業務等を通じて消費者の

保護を 図る と と も に、 モ デル住宅の展示、 住宅情報プ ラ ザの

運営や住宅フ ェ アの開催等を 通じ て 、 的確な住情報の提供を

行っています。 また、 工務店等の技術者に対する 研修会の開催、

建築技術に関する調査研究等を行い、 併せて建築物等の安全性

（ 定期報告）に関する業務、 並びに福岡県の指定を受けて、 指定

確認検査機関及び指定構造計算適合性判定機関と し て 、 建築

確認・ 検査、 構造計算適合性判定業務及び、 国の登録住宅性能

評価機関としての諸業務を実施しています。

ご応募いただきまし た皆様、あり がと う ございまし た。

福岡県美し いまちづく り 建築賞につきまし ては福岡県庁ホームページから もご覧いただけます。

これまでの

福岡県美し いまちづく り 建築賞

［ 建築住宅文化賞］大賞受賞作品

第1回福岡県建築住宅文化賞

昭和63年度

北九州市立美術館

第2回福岡県建築住宅文化賞

平成元年度

石橋別邸第一水明荘

福嶋医院

花園幼稚園

ビレッ ジ香月

第3回福岡県建築住宅文化賞

平成2年度

松口邸

的野歯科医院

立花山の家

グリ ーンピ ア八女

第4回福岡県建築住宅文化賞

平成3年度

進藤邸

不知火病院"海の病棟"
山田市立山田小学校

福岡ウォ ータ ーフロント

プロ ムナード "マリ ゾン "

第5回福岡県建築住宅文化賞

平成4年度

苅田町立図書館

明治学園高等学校体育館

カ ルタ ッ クスおおむた

第6回福岡県建築住宅文化賞

平成5年度

田川文化エリ ア

福岡県青少年科学館

佐田邸（ 4世代の家）

第7回福岡県建築住宅文化賞

平成6年度

茶の文化館

二丈町の家

山笠の家（ 橋本邸）　

西大谷第2団地（ 市営住宅）

第8回福岡県建築住宅文化賞

平成7年度

縄田邸

上陽町立尾久保小学校

第9回福岡県建築住宅文化賞

平成8年度

碓井琴平文化館

新宮湊坂

第10回福岡県建築住宅文化賞　 　

平成9年度

鞍手の家

太宰府長浦台の家

第11回福岡県建築住宅文化賞　 　

平成10年度

瀬高町立図書館・ 歴史資料館

山村留学ふれあい館（ 筑穂学舎）

第12回福岡県建築住宅文化賞　 　

平成11年度

山田市立下山田小学校

1回 -12回

10

11



第13回福岡県美し いまちづく り 賞　 　

平成12年度

めく ばーる三輪

青葉台ぼんえる ふ 

第14回福岡県美し いまちづく り 賞　

平成13年度

大野城の住宅

ひふ科いのう クリ ニッ ク

八女市多世代交流館「 共生の森」

第15回福岡県美し いまちづく り 賞　

平成14年度

City Cube
篠栗幼稚園

第16回福岡県美し いまちづく り 賞　

平成15年度

SHIM A STYLE
渡辺クリ ニッ ク 姪浜

247

第17回福岡県美し いまちづく り 賞　

平成16年度

カ ルシア小戸ナチュア

第18回福岡県美し いまちづく り 賞　

平成17年度

昭和初期和風住宅の移築プロジェ クト

西南学院中学校・ 高等学校

伊田竪抗櫓二本煙突〈 景観賞〉

第19回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成18年度

TERZETTO（ テルツェ ット ）

中村製紙所新社屋　

第20回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成19年度

須崎の長屋

第21回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成20年度

東神原の家

アク ア博多

第22回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成21年度

ペット と 暮らす家[K邸減築工事]
天神MENTビ ル

第23回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成22年度

豊前の家

下川歯科医院

第24回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成23年度

むさ し ヶ 丘の住宅

築上町火葬場

第25回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成24年度

四季の家

料亭 嵯峨野

第26回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成25年度

Obi house
筑紫保育園 分園

第27回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成26年度

大池の住宅

椎木講堂

これまでの

福岡県美し いまちづく り 建築賞

［ 美し いまちづく り 賞、 美し いまちづく り 建築賞］大賞受賞作品

13回 -27回

撮影： 岡本公二

撮影： 岡本公二 撮影： Nスタ ジオ辻清志 撮影： 岡本公二

撮影： 石井紀久撮影： 石井紀久 撮影： 淺川敏

撮影： 石井紀久

撮影： みどり の写真

撮影： 河野博之 撮影： 石井紀久 撮影： 吉田誠/日経アーキテク チュア撮影： 吉田誠/日経アーキテク チュア

撮影： 石井紀久 撮影： Y.harigane(Techni Staff)撮影： Y.harigane(Techni Staff)

12

13第28回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成27年度

桧原の家

BOATHOUSE OHORI PARK

第29回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成28年度

太宰府の家

SHIP’S GARDEN

第30回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成29年度

糸島の家［ MPラ ボ］

西南学院大学図書館

第31回福岡県美し いまちづく り 建築賞

平成30年度

小屋の間

すばる 保育園

第32回福岡県美し いまちづく り 建築賞

令和元年度

平和の家

福岡県弁護士会館

第33回福岡県美し いまちづく り 建築賞

令和2年度

浦志の家

嘉麻市庁舎

第34回福岡県美し いまちづく り 建築賞

令和3年度

TETUSIN DESIGN RE-USE OFFICE
柳川市民文化会館  水都やながわ

撮影： Techni Staf f 撮影： Kouji Okamoto

撮影： 石井紀久 ©Yousuke Harig ane

撮影： 大野博之撮影： 大野博之 撮影： 株式会社エスエス

3130

32

撮影： 太田拓実
撮影： 坂口写真事務所

坂口正臣
撮影： 坂口写真事務所

坂口正臣

これまでの

福岡県美し いまちづく り 建築賞

［ 美し いまちづく り 建築賞］大賞受賞作品

28回 -34回

33

34

撮影： 鈴木研一

©Yousuke Harig ane © SS Co．，Ltd．

撮影： OM ORI KYOKO 撮影： 八代写真事務所 撮影： 八代写真事務所



表
彰
の
趣
旨

今
回
で
35
回
を
迎
え
る
福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
建
築
賞
は

福
岡
県
内
の
地
域
の
自
然
、
風
景
、
歴
史
、
文
化
、
生
活
、
活
動
等
を

背
景
と
し
た
景
観
の
形
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
建
築
計
画
に
お
い
て

優
れ
た
建
築
物
に
対
し
て
、
大
賞
、
優
秀
賞
等
を
授
与
す
る
も
の
で
す
。

応
募
部
門

●
住
宅
の
部

・
一
戸
建
て
の
専
用
住
宅
。 

　た
だ
し
、
併
用
住
宅
で
住
宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
過
半
を
占
め
る
も
の
を
含
み
ま
す
。

・
長
屋
建
住
宅
及
び
共
同
住
宅
等
の
集
合
住
宅
、
街
区
を
形
成
す
る
住
宅
群
。  

   

た
だ
し
、
複
合
用
途
で
住
宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
過
半
を
占
め
る
も
の
を
含
み
ま
す
。

●
一
般
建
築
の
部

・
原
則
と
し
て
住
宅
の
部
以
外
の
建
築
物
を
対
象
と
し
ま
す
。

※

概
ね
10
年
前
以
降
に
竣
工
﹇
増
改
築
・
修
繕
等
含
む
﹈
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

　過
去
に
応
募
し
た
も
の
で
も
再
度
の
応
募
は
可
能
で
す
。

　﹇福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
建
築
賞
で
受
賞
し
た
も
の
は
除
き
ま
す
﹈

選
考
委
員
会  

五
十
音
順  

敬
称
略  

●
委
員
長  

○
副
委
員
長

　
　

池
田
美
奈
子

　九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研
究
院
准
教
授

石
塚
康
弘

　
　一
財
：
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
理
事
長

大
森
今
日
子

　写
真
家 

 
 

黒
瀬
武
史

　
　九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
院
教
授

坂
口
舞

　
　
　有
限
会
社
設
計
機
構
ワ
ー
ク
ス
代
表
取
締
役

末
廣
香
織

　
　九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
院
教
授
●

知
足
美
加
子

　九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研
究
院
教
授

塚
﨑
謙
太
郎

　西
日
本
新
聞
社
く
ら
し
文
化
部
長

矢
作
昌
生

　
　九
州
産
業
大
学
建
築
都
市
工
学
部
建
築
学
科
教
授
○

山
本
哲
也

　
　福
岡
県
建
築
都
市
部
次
長 

主
催
・ 

福
岡
県

協
賛

　一
財
：
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

後
援

　独
法
：
住
宅
金
融
支
援
機
構
九
州
支
店

         

独
法
：
都
市
再
生
機
構
九
州
支
社

         

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社

         

公
社
：
福
岡
県
建
築
士
会

         

一
社
：
福
岡
県
建
築
士
事
務
所
協
会

         

一
社
：
福
岡
県
建
設
業
協
会

         

公
社
：
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

         

一
社
：
九
州
住
宅
産
業
協
会

         

公
社
：
日
本
建
築
家
協
会
九
州
支
部

         

一
社
：
日
本
建
築
学
会
九
州
支
部

         

公
社
：
日
本
都
市
計
画
学
会
九
州
支
部

         

特
非
：
日
本
都
市
計
画
家
協
会
福
岡
支
部

         

福
岡
県
ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
づ
く
り
協
議
会

         

福
岡
県
建
設
業
協
同
組
合


